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過
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の
町
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考
え
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〜
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今
回
の
改
正
は
農
業
や
介
護
の
人
手
不

足
対
策
も
目
的
の
一
つ
。
介
護
に
関
し
て

言
え
ば
、
特
定
技
能
１
号
で
受
け
入
れ
。

１
号
要
件
は
技
能
実
習
３
年
修
了
相
当
と

言
わ
れ
、
一
定
程
度
の
知
識
や
技
能
、
日

本
語
能
力
の
あ
る
人
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

育
て
る
視
点
が
重
要

　

旧
沢
内
村
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
平

成
２
年
か
ら
３
年
の
２
年
間
、
日
本
青
年

奉
仕
協
会
の
「
１
年
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

事
業
で
、
ス
リ
ラ
ン
カ
か
ら
２
名
の
女
子

青
年
を
受
け
入
れ
。
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の

同
行
訪
問
、
入
浴
サ
ー
ビ
ス
の
補
助
、
福

祉
共
同
作
業
所
で
障
が
い
者
支
援
活
動
を

し
た
そ
う
で
す
。
今
で
言
う
技
能
実
習
制

度
の
先
取
り
で
す
。

　

２
年
間
と
い
う
長
丁
場
を
活
動
で
き
た

背
景
に
は
、
ス
タ
ッ
フ
の
一
員
と
し
て
の

位
置
付
け
だ
け
で
は
な
く
、「
育
て
る
」

と
い
う
視
点
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
当
時
の

事
務
局
長
は
話
し
ま
す
。

町
内
福
祉
事
業
所
の
人
材
不
足

　

当
法
人
は
事
業
所
１
箇
所
、
利
用
者
35

人
、
職
員
11
人
で
ス
タ
ー
ト
。
し
か
し
、

平
成
30
年
12
月
現
在
は
、事
業
所
５
箇
所
、

利
用
者
56
人
（
平
均
年
齢
59
・
８
歳
）、

職
員
47
人
（
平
均
年
齢
58
・
８
歳
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。
利
用
者
よ
り
職
員
の
増
加
率

が
高
い
の
で
、
余
裕
が
あ
る
の
で
は
？
と

思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
こ
れ
は
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
（
泊
ま
り
の
事
業
所
）
が
で
き
た

た
め
で
す
。
こ
れ
で
も
法
律
上
の
職
員
配

置
ギ
リ
ギ
リ
で
あ
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は

職
員
の
兼
務
が
必
要
な
状
態
で
す
。ま
た
、

町
内
の
福
祉
・
介
護
等
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

も
、
人
材
不
足
に
悩
ん
で
い
ま
す
。
こ
の

課
題
を
解
決
す
る
手
立
て
の
一
つ
と
し

て
、
外
国
人
の
登
用
は
当
然
考
え
ら
れ
ま

す
。

外
国
人
特
有
の
課
題

　

し
か
し
、
３
年
程
度
の
実
習
で
は
、
読

み
書
き
が
難
し
い
、
利
用
者
や
職
員
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
十
分
に
取
れ
な

い
な
ど
、
外
国
人
特
有
の
課
題
が
あ
る
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
中
山
間
地
域
で
は

仕
事
に
加
え
、
暮
ら
し
等
も
含
め
た
サ

ポ
ー
ト
体
制
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
西
和

賀
町
内
に
あ
る
小
さ
な
法
人
で
は
、
事
業

所
毎
で
の
体
制
作
り
は
難
し
い
状
況
。
数

箇
所
の
法
人
が
連
携
す
る
こ
と
も
考
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

誰
も
が
働
け
る
社
会
に

　

町
内
に
も
外
国
人
労
働
者
が
各
分
野
で

活
躍
し
て
い
ま
す
。
過
疎
・
高
齢
化
の
町

で
は
、
今
後
も
広
い
視
点
で
の
人
材
確
保

は
必
要
不
可
欠
で
す
。
し
か
し
、
改
正
入

管
法
に
よ
る
労
働
力
を
期
待
す
る
こ
と
も

一
つ
で
す
が
、
女
性
の
雇
用
体
制
（
子
育

て
世
代
の
母
親
）
や
障
が
い
者
雇
用
の
体

制
に
も
課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。
働
き

た
い
国
民
が
働
け
て
い
な
い
現
実
が
あ
る

こ
と
も
忘
れ
て
は
い
け
な
い
の
で
す
。
む

し
ろ
、
こ
う
い
っ
た
こ
と
に
対
応
で
き
な

い
社
会
な
ら
ば
、
外
国
人
の
労
働
環
境
、

条
件
も
決
し
て
良
い
も
の
に
は
な
ら
な
い

は
ず
で
す
。

　

外
国
人
労
働
者
数
や
保
育
所
の
数
、
障

が
い
者
の
雇
用
率
な
ど
、
数
字
の
問
題
で

は
な
く
、誰
も
が
持
っ
て
い
る
力
を
出
し
、

働
け
る
社
会
で
あ
る
こ
と
が
、
重
要
な
の

で
す
。

高
橋　

和
也

理事会でも課題にとりあげられる人材確保

　

改
正
出
入
国
管
理
・
難
民
認
定
法
（
以
下
、
改
正
入
管
法
）
が
12
月
８
日（
土
）

の
参
院
本
会
議
で
賛
成
多
数
に
よ
り
可
決
、
成
立
し
ま
し
た
。
特
に
人
材
不
足
に

悩
む
過
疎
地
域
を
救
う
改
正
と
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
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juntakukai.comで検索！

　社会福祉法人潤沢会のホームページが新しくなりました。アドレスは「http://juntakukai.com/」です。
　新しいホームページはワークステーション湯田・沢内のさまざまなシーンを写真で紹介しています。
　ホームページは大きく「法人概要」「事業内容」「元気一番館」「ギャラリー」「ふるさと宅急便＋花宅急便」
の五つに分かれています。
　「法人概要」では理事長挨拶、施設概要、広報紙、情報公開、アクセス、寄付について見ることが出来ます。
　理事長挨拶のページには理事長夫妻の写真付き、広報紙は「和と風と」の最新号を読むことが出来ます。
時代の要請で「情報公開」のページではさまざまな法人の関係書類を読むことが出来ます。
　「事業内容」は自立訓練（生活訓練）事業、就労継続支援（Ｂ型）事業、生活介護事業、特定・障害児相
談支援事業、共同生活介護事業、短期入所事業所、地域活動支援事業をそれぞれ写真付きで紹介しています。
　「元気一番館」のページでは元気一番館の開設の意義、平面図、アクセスを紹介しています。元気一番館の
事業内容については「法人概要」→「施設概要」と見ていただければ詳しく説明いたしております。
　「ギャラリー」のページではさまざまな行事や業務内容、利用者の素顔をご覧なれます。
　「ふるさと宅急便＋花宅急便」のページは首都圏を中心にご利用いただいている「ふるさと宅急便」と「花
宅急便」の内容や発送例、お申し込み方法等を紹介しています。このページには振込先、お問い合わせやお
申し込みの際の電話とＦＡＸの番号、ご注文メールアドレスも記されています。
　なお、この新しいホームページに合わせて、新しいメールアドレスも開設しました。
《お問い合わせなどは　info@juntakukai.com》
《ふるさと宅急便や花宅急便については　furusato@juntakukai.com》をご利用いただけます。
　トップページにはその時その時のニュースをお伝えする写真付きお知らせのコーナーもありますので、時々ご
覧になってください。

ホームページが新しくなりました。
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西
和
賀
町
の
補
助
金
事
業
で
あ
る
「
障

が
い
者
施
設
交
流
事
業
」。
一
昨
年
は「
降

る
滝
ハ
イ
キ
ン
グ
」、
昨
年
は
「
ふ
れ
あ

い
ミ
ニ
移
動
動
物
園
」
と
、
毎
年
形
を

変
え
な
が
ら
北
上
市
内
施
設
と
の
交
流

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
更
に
広
域
的
な
連
携
を
深
め

る
べ
く
、
11
月
15
日
に
奥
州
市
「
ワ
ー

ク
セ
ン
タ
ー
わ
か
く
さ
様
」、奥
州
市
「
川

西
天
馬
太
鼓
様
」、「
さ
わ
う
ち
太
鼓
百

年
座
様
」
の
協
力
を
得
、「
和
太
鼓
交
流

会
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
古
く
か
ら
和

太
鼓
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
「
わ
か
く

さ
太
鼓
」。
６
年
目
の
ワ
ー
ク
太
鼓
チ
ー

ム
に
と
っ
て
は
大
先
輩
に
な
り
ま
す
。

冬
場
の
練
習
に
始
ま
り
、
特
養
で
の
お

祭
り
、
百
年
座
30
周
年
公
演
、
福
祉
ま

つ
り
な
ど
、
和
太
鼓
に
力
を
入
れ
て
き

た
今
年
、
集
大
成
が
今
回
の
交
流
会
で

す
。

　

昨
今
、
農
業
と
福
祉
の
連
携
、
い
わ

ゆ
る
「
農
福
連
携
」
と
呼
ば
れ
る
も
の

が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
て
い
ま

す
。
折
し
も
、
わ
か
く
さ
様
で
は
地
元

の
「
菅
野
農
園
様
」
と
協
力
し
、
リ
ン

ゴ
の
収
穫
や
選
別
作
業
な
ど
そ
の
分
野

に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
午
前
中
に
見

学
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
西
和

賀
と
同
じ
中
山
間
地
域
と
い
う
こ
と
で

働
き
手
が
不
足
、
そ
の
部
分
を
わ
か
く

さ
利
用
者
が
担
っ
て
お
り
、
今
で
は
欠

か
す
こ
と
の
出
来
な
い
人
材
と
の
こ
と
。

農
福
連
携
の
最
た
る
事
例
を
目
の
当
た

り
に
し
、
利
用
者
・
職
員
と
も
関
心
し

き
り
。
西
和
賀
で
も
実
践
の
可
能
性
を

探
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
と
、
気
持
ち
を

新
た
に
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

午
後
か
ら
は
、
わ
か
く
さ
施
設
内
で

の
和
太
鼓
交
流
会
。
場
数
は
踏
ん
で
き

た
と
い
っ
て
も
、
い
つ
も
と
違
う
雰
囲

気
に
利
用
者
は
緊
張
気
味
。
そ
れ
ぞ
れ

の
持
ち
曲
披
露
で
は
、
お
互
い
に
ど
う

い
う
太
鼓
を
叩
く
の
か
、
み
ん
な
興
味

深
々
。
熱
心
に
聴
き
い
っ
て
い
ま
し
た
。

﹁
風 
声
﹂理事長

淑徳大学名誉教授
毎日新聞名誉職員
坂　巻　　煕

　

あ
ま
り
に
も
金
額
が
大
き
過
ぎ
、
ピ
ン
と

こ
な
い
話
。
ご
存
知
、
日
産
自
動
車
の
前
会

長
、
カ
ル
ロ
ス
の
ゴ―

ン
さ
ん
の
こ
と
だ
。

　

役
員
報
酬
が
11
年
３
月
期
〜
15
年
３
月
期

の
98
億
円
余
り
。
そ
れ
を
約
50
億
円
と
有
価

証
券
報
告
書
に
ウ
ソ
の
記
載
を
し
た
こ
と
で

罪
に
問
わ
れ
た
。

　

さ
ら
に
16
年
３
月
期
〜
18
年
３
月
期
の

三
年
間
は
、
72
億
円
の
役
員
報
酬
を
、
29

億
円
と
、
少
な
く
申
告
し
て
い
た
と
い
う
。

　

人
間
の
価
値
は
収
入
で
決
ま
る
の
か
（
そ

れ
も
一
つ
の
目
安
に
な
る
が
）。

　

私
た
ち
の
日
常
の
生
活
。
急
病
に
な
れ

ば
救
急
車
が
。
ゴ
ミ
の
収
集
車
も
キ
チ
ン

と
来
る
。

　

郵
便
は
必
ず
届
く
。
電
車
や
バ
ス
も
時

刻
通
り
に
。
大
き
な
災
害
に
便
乗
し
た
略

奪
や
暴
行
も
な
い
。

　

お
巡
り
さ
ん
も
、
例
外
は
あ
る
に
し
て

も
、〝
正
義
の
味
方
〞
で
、
わ
が
国
の
治
安

の
良
さ
は
世
界
に
誇
っ
て
も
い
い
。

　

悪
い
こ
と
を
す
る
奴
も
い
る
け
れ
ど
〝
日

本
社
会
の
健
全
性
〞
は
、
ゴ―

ン
さ
ん
に

は
、
は
る
か
に
及
ば
な
い
収
入
で
、〝
名
も

な
く
貧
し
く
美
し
く
〞
生
き
て
い
る
沢
山

の
人
々
も
、
職
業
モ
ラ
ル
と
真
面
目
な
仕

事
ぶ
り
に
支
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
。

　

ゴ―

ン
さ
ん
は
世
界
に
誇
る
経
営
者
だ

と
い
う
。
だ
が
、
コ
ス
ト
カ
ッ
タ
ー
と
言

わ
れ
、
合
理
化
の
名
目
で
従
業
員
の
ク
ビ

を
切
っ
た
人
で
も
あ
る
。

　

仕
事
を
奪
わ
れ
た
人
、
そ
の
家
族
の
心

情
は
い
か
ば
か
り
か
。
ま
た
、
そ
れ
を
許

し
て
き
た
日
産
の
経
営
者
や
株
主
、
従
業

員
は
、
ど
う
思
う
の
か
。

　

フ
ラ
ン
ス
の
経
済
学
者
、
ト
マ
・
ピ
ケ

テ
ィ
は
著
書
「
21
世
紀
の
資
本
」
で
、
経

済
の
低
成
長
と
人
口
減
少
で
、
格
差
社
会

は
ま
す
ま
す
拡
大
す
る
と
言
っ
て
い
る
。

日
本
は
そ
の
先
頭
を
走
っ
て
い
る
？

　

他
人
の
収
入
を
と
や
か
く
言
い
た
く
は

な
い
。
け
れ
ど
ゴ―

ン
さ
ん
の
三
年
間
に

収
入
が
、
真
面
目
に
生
き
て
き
た
年
金
暮

ら
し
の
僕
の
九
百
倍
以
上
も
あ
る
と
知
る

と
、
ち
と
く
や
し
い
。

黄
金
虫
は
金
持
ち
だ
（
童
謡
）

ゴ―

ン
さ
ん
は
金
持
ち
だ

金
蔵
建
て
た
　
ウ
ソ
つ
い
た

太鼓を通して交流を深めました。

今
年
は
和
太
鼓
で
交
流

そ
の
後
は
、
初
め
て
太
鼓
に
触
れ
る
利

用
者
も
含
め
て
の
基
礎
練
習
に
時
間
を

割
き
、
和
太
鼓
の
楽
し
さ
や
迫
力
、
挑

戦
し
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
み
ん
な

に
感
じ
て
も
ら
え
た
と
思
い
ま
す
。

　

非
常
に
有
意
義
だ
っ
た
今
回
、
来
年

度
以
降
更
に
広
域
に
呼
び
掛
け
参
加
施

設
を
増
や
す
こ
と
で
、
広
域
連
携
の
充

実
、
利
用
者
の
社
会
参
加
の
場
の
提
供

を
図
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。

事
務
長　

高
橋　

健
一
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利用者から御礼の言葉とジャムを贈りました
　

北
上
市
の
東
北
労
働
金
庫
様
よ
り
ご
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
12
月
21
日
（
金
）
に

は
、
峰
正
樹
推
進
委
員
長
と
伊
藤
支
店
長
が

当
施
設
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
に
駆
け
つ
け
て
く

だ
さ
り
、
贈
呈
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ご
寄
付
は
、
同
金
庫
の
社
会
貢
献
目

的
定
期
預
金
か
ら
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。
利

用
者
を
代
表
し
、
高
橋
学
さ
ん
、
三
浦
佳
奈

さ
ん
が
お
礼
の
言
葉
と
手
作
り
ジ
ャ
ム
を
贈

り
ま
し
た
。

　

大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

高
橋　

和
也

佐藤教育長（右）と利用者の歌声に盛り上がる会場

な
る
ギ
タ
ー
の
生
演
奏
に
、
い
つ
も
よ

り
も
こ
ぶ
し
の
ま
わ
り
が
調
子
良
か
っ

た
Ｔ
さ
ん
。
メ
イ
ン
ボ
ー
カ
ル
に
抜
て

き
さ
れ
歌
う
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
後
は
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
に
皆
で
挑

戦
。
「
割
れ
る
の
が
怖
い
」
と
逃
げ
腰

で
挑
戦
し
な
が
ら
も
、
犬
な
ど
の
形
が

で
き
た
と
き
に
は
大
喜
び
。

 

各
事
業
所
の
歌
や
踊
り
、
劇
が
飛
び
出

し
た
後
は
、
サ
ン
タ
の
登
場
!!
真
っ
白

い
冬
の
景
色
に
良
く
似
合
う
シ
ク
ラ
メ

ン
や
ポ
イ
ン
セ
チ
ア
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
で

幕
と
な
り
ま
し
た
。

北
島　

淑
子

 

去
る
12
月
21
日
（
金
）
、
恒
例
の
ワ
ー
ク
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
湯
田
・
沢
内
ク
リ
ス
マ
ス
忘
年

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
利
用
者
、
保
護
者
、

関
係
者
、
職
員
総
勢
90
名
の
大
パ
ー
テ
ィ
。

ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
は
ピ
ラ
フ
、
か
ら
揚
げ
、

グ
ラ
タ
ン
、
パ
ス
タ
、
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
、

エ
ビ
と
サ
ー
モ
ン
の
マ
リ
ネ
、
漬
物
、
コ
ン

ソ
メ
ス
ー
プ
、
ミ
ニ
ケ
ー
キ
４
種
と
ボ

リ
ュ
ー
ム
満
点
!!
も
ち
ろ
ん
今
年
も
午
前
中

か
ら
保
護
者
の
方
々
に
も
お
手
伝
い
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
お
い
し
い
料
理
に
皆
満
足
、

保
護
者
と
利
用
者
の
会
話
も
弾
み
ま
し
た
。

 

第
二
部
は
西
和
賀
町
教
育
長　

佐
藤
敦
士　

氏
に
よ
る
「
み
ん
な
で
歌
お
う
！
歌
声
喫

茶
」
で
ス
タ
ー
ト
。
「
あ
の
素
晴
ら
し
い
愛

を
も
う
一
度
」
や
「
北
国
の
春
」
な
ど
全
４

曲
を
皆
で
歌
い
ま
し
た
。
カ
ラ
オ
ケ
と
は
異

食
べ
て
・
歌
っ
た
ク
リ
ス
マ
ス
忘
年
会

食
べ
て
・
歌
っ
た
ク
リ
ス
マ
ス
忘
年
会

食
べ
て
・
歌
っ
た
ク
リ
ス
マ
ス
忘
年
会

趣向を凝らした各事業所の出し物

ク
リ
ス
マ
ス
会
に
嬉
し
い
ご
寄
付

金平輝子様から頂戴したお葉書

 

元
東
京
都
副
都
知
事
、
金
平
輝
子　

様
よ
り
激
励
の
お
手
紙
を
頂
戴
し
ま
し

た
。
そ
の
一
部
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

 

広
報
紙
「
和
と
風
と
」
に
て
、
「
元

気
一
番
館
」
の
記
事
を
く
り
返
し
読
み

ま
し
た
。
ネ
ー
ミ
ン
グ
も
い
い
し
、
地

域
福
祉
の
拠
点
が
、
ワ
ー
ク
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
中
に
で
き
た
こ
と
、
す
ご
く

い
い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。
（
高
齢
に

な
り
地
域
で
暮
ら
す
日
々
で
す
が
）
都

会
に
も
、
身
近
な
と
こ
ろ
に
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
と
い
う
か
、
止
ま
り
木
の
よ
う

な
と
こ
ろ
が
ほ
し
い
な
あ
、
と
思
っ
て

い
ま
し
た
か
ら
、
羨
ま
し
い
で
す
。

　

一
層
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
致
し
ま

す
。

金
平　

輝
子

ありがとうサポーターさん



5

ハッピートークハッピートークハッピートーク喜寿
の

　

Ｎ
君
の
訃
報
が
届
い
た
。
あ
ー
ぁ
熊

さ
ん
が
逝
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　

小
学
校
４
年
の
学
芸
会
（
今
は
学
習

発
表
会
と
言
う
の
だ
そ
う
で
す
が
）

「
４
匹
の
く
ま
」
の
お
父
さ
ん
役
を
務

め
、
私
が
少
女
役
で
し
た
。
で
っ
ぷ
り
、

ず
ん
ぐ
り
の
彼
は
は
ま
り
役
で
し
た
。

男
女
別
学
の
高
校
を
除
い
て
、
小
、
中

学
校
は
不
思
議
と
同
じ
ク
ラ
ス
で
過
ご

し
ま
し
た
。
70
年
も
昔
の
話
で
す
。

　

毎
年
の
同
級
会
で
は
、
女
性
の
輪
の

中
で
、
横
浜
在
住
の
Ｎ
君
は
「
ハ
マ
に

お
い
で
よ
、
中
華
街
で
ふ
か
ひ
れ
ご
馳

走
す
る
よ
」
と
、
小
気
味
よ
く
飲
み
、

快
活
に
話
し
、
男
性
版
の
マ
ド
ン
ナ
で

し
た
。

　

最
後
に
同
級
会
で
会
っ
た
の
は
、
10

年
も
前
の
こ
と
、
「
肝
臓
ヤ
ラ
レ
タ

よ
」
と
げ
っ
そ
り
痩
せ
て
い
た
の
で
す
。

　

間
も
な
く
傘
寿
の
小
中
高
校
と
同
じ

学
校
卒
の
仲
良
し
４
人
組
の
私
た
ち
。

カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
に
陣
取
っ
て
、

（
オ
ー
ル
ド
）
女
子
会
。
「
Ｎ
君
逝
っ

た
。
Ｓ
君
ボ
ケ
た
。
Ａ
君
入
院
、
Ｆ
君

施
設
の
デ
イ
ー
サ
ビ
ス
。
ど
の
男
子
も

可
愛
か
っ
た
!!
」
と
し
ば
し
情
報
交
換
。

後
は
飲
ん
で
、
歌
っ
て
、
踊
っ
て
、

（
オ
ー
ル
ド
）
ガ
ー
ル
ズ
ト
ー
ク
楽
し

ん
で
い
ま
す
。

　

「
仕
方
が
な
い
、
人
は
早
か
れ
遅
か

れ
一
度
は
死
ぬ
身
。
生
あ
る
今
を
充
実

し
て
悔
い
な
く
生
き
な
く
ち
ゃ
。
」
ふ

か
ひ
れ
驕
っ
て
も
ら
う
前
に
、
逝
っ
て

し
ま
っ
た
Ｎ
君
に
献
杯
。
い
つ
の
時
代

で
も
、
世
の
常
で
、
ラ
デ
ィ
カ
ル
で
エ

ゴ
イ
ス
チ
ッ
ク
な
女
子
は
丈
夫
で
、
元

気
で
、
長
持
ち
し
て
ま
す
。

　

次
々
と
黒
枠
の
は
が
き
が
舞
い
込
む

寂
し
く
辛
い
年
の
暮
れ
で
す
。

相
談
役　

坂
巻　

潤
子

Ｎｏ.33

　

東
京
に
本
社
を
置
く
株
式
会
社Sunshine 

Juice

（
サ
ン
シ
ャ
イ
ン　

ジ
ュ
ー
ス
）様
か
ら
の

新
し
い
受
託
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。こ
の

会
社
は
、日
本
各
地
の
生
産
者
か
ら
直
接
取
り

寄
せ
る
無
農
薬
・
減
農
薬
の
野
菜
や
果
物
を
、

お
店
で
搾
っ
て
ジ
ュ
ー
ス
に
す
る
日
本
初
の
コ
ー

ル
ド
プ
レ
ス
ジ
ュ
ー
ス
専
門
店
と
し
て
２
０
１
４

年
１
月
に
ス
タ
ー
ト
。健
康
志
向
の
食
品
に
も

着
目
し
製
造
販
売
を
し
て
い
ま
す
。そ
の
製
品

の
内
、３
種
を
当
事
業
所
で
製
造
さ
せ
て
い
た

だ
け
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、首
都
圏
で
製
造
す
れ
ば
、経
費

も
抑
え
ら
れ
る
わ
け
で
す
が
、中
山
間
地
域
の

小
さ
な
事
業
所
を
な
ん
と
か
応
援
し
た
い
と
の

こ
と
か
ら
、実
現
し
た
も
の
で
す
。利
用
者
の
工

賃
ア
ッ
プ
、西
和
賀
町
か
ら
全
国
へ
つ
な
が
る
機

会
と
な
っ
て
い
ま
す
。本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

高
橋　

和
也

製造を開始したバーとナッツ

　

農
作
業
も
終
盤
と
な
っ
た
11
月
14
日（
水
）、ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
湯

田・
沢
内
の
収
穫
を
祝
う
昼
食
会
を
開
催
し
ま
し
た
。メ
ニ
ュ
ー
は
お
で

ん・
豚
汁
・ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ・
漬
物
・
炊
き
込
み
ご
飯
、午
後
に
は
大
餅
つ
き

大
会
も
開
催
し
、小
豆
や
き
な
粉
で
味
付
け
し
た
お
餅
で
３
時
の

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
主
な
収
穫
物
は
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー（
約
１
３
２
ｋ
ｇ
）、桑
の
葉

（
約
６
０
ｋ
ｇ
）、う
る
ち
米（
約
９
６
０
ｋ
ｇ
）、も
ち
米（
約
２
０
０
ｋ

ｇ
）、ジ
ャ
ガ
イ
モ（
約
１
５
０
０
ｋ
ｇ
）、大
根（
約
３
６
０
０
本
）。そ
の

他
、ネ
ギ
、大
豆
、え
ご
ま
、そ
ば
、き
ゅ
う
り
、な
す
、ピ
ー
マ
ン
、ニ
ン
ジ

ン
、パ
プ
リ
カ
、南
蛮
、白
菜
、キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
を
収
穫
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
夏
は
暑
さ
と
の
戦
い
。利
用
者
、職
員
は
絞
れ
る
ほ
ど
の
汗

を
流
し
農
作
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。ま
た
、高
温
で
生
育
状
況
に
も

不
安
は
あ
り
ま
し
た
が
、平
年
並
み
の
収
穫
と
な
り
ま
し
た
。熱
中
症

等
、体
調
を
崩
す
人
も
無
く
冬
を
迎
え
ま
し
た
。今
度
は
寒
さ
と
の
戦

い
が
始
ま
る
。さ
ぁ
〜
除
雪
始
め
る
か
ぁ
！　
　
　
　
　

山
本　

優
太

恒例の餅付きも盛り上がりました

東
京
か
ら
新
し
い
受
託
作
業

秋の風物詩、はせがけの様子

今年の農作業も無事終了
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施
設
長
敬
白

施
設
長
敬
白

編
集
後
記

　
暖
冬
と
は
言
え
西
和
賀
は
雪
景
色
。
雪
の
下

で
野
菜
が
う
ま
味
を
増
す
よ
う
に
、
一
つ
成
長

で
き
る
冬
に
し
た
い
も
の
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
和
也

　

今
年
の
漢
字
は
「
災
」
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

政
界
で
は
デ
ー
タ
の
改
ざ
ん
、
続
く
不
祥
事
、

そ
し
て
障
が
い
者
雇
用
率
の
長
年
行
わ
れ
た
不

正
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
国
民
に
と
っ
て
「
災

い
」
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
「
亡
く
な
っ
た
人

も
カ
ウ
ン
ト
。
メ
ガ
ネ
を
使
用
し
て
い
る
だ
け

で
カ
ウ
ン
ト
」
、
企
業
で
長
く
障
が
い
者
に
関

わ
っ
て
き
た
者
と
し
て
怒
り
沸
騰
で
し
た
。

　

企
業
が
法
定
率
を
守
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
こ
と
を
目
の
前
で
見

て
き
ま
し
た
。
民
間
に
は
罰
則
ま
で
用
意
し
、

「
国
や
県
は
守
る
こ
と
が
当
た
り
前
な
の
で
罰

則
は
な
し
」
と
言
っ
て
き
た
そ
の
行
政
が
法
定

雇
用
率
制
定
当
時
か
ら
不
正
を
し
て
い
た
と
聞

き
、
こ
の
国
は
「
不
正
を
し
て
も
、
デ
ー
タ
を

ご
ま
か
し
て
も
誰
も
責
任
を
取
ら
な
い
」
と
い

う
国
に
落
ち
ぶ
れ
た
と
思
っ
た
次
第
で
す
。
近

年
日
本
を
ほ
め
た
た
え
る
、
自
画
自
賛
す
る
Ｔ

Ｖ
番
組
が
増
え
ま
し
た
が
、
そ
れ
だ
け
日
本
人

は
自
信
を
失
い
か
け
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
年
は
自
然
を
含
め
「
災
」
の
な
い
年

に
な
る
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。
政
界
も
自
然

界
も
「
こ
れ
で
も
か
、
こ
れ
で
も
か
」
と
起
き

る
の
は
共
通
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

施
設
長　

石
川　

紀
文

　

西
和
賀
は
今
日
も
雪
。
閉
塞
感
が
募

り
ま
す
。
予
定
の
変
更
が
き
わ
め
て
苦

手
な
人
に
と
っ
て
、
雪
空
は
大
き
な
悩

み
の
種
。「
ワ
ー
ク
も
休
ん
で
出
て
行
っ

た
ら
ど
う
な
る
か
な
？
」「
お
母
さ
ん
が

悲
し
み
ま
す
。」
自
問
自
答
の
Ｔ
さ
ん
。

お
母
さ
ん
を
悲
し
ま
せ
た
く
な
い
か
ら

思
い
と
ど
ま
る
の
で
す
。

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
役
割
分
担
、
自

ら
雪
払
い
を
申
し
出
た
の
も
Ｔ
さ
ん
で

し
た
。
た
だ
で
さ
え
起
き
る
の
が
億
劫

な
冬
の
朝
。
自
分
で
決
め
た
こ
と
は
ル
ー

テ
ィ
ー
ン
と
な
っ
て
ぶ
れ
る
こ
と
の
な

い
の
が
彼
の
強
み
。
通
所
の
日
も
休
日

の
朝
も
、
当
た
り
前
の
事
と
し
て
黙
々

と
雪
を
払
い
ま
す
。「
や
っ
て
や
っ
て
る
」

感
も
な
く
、
感
謝
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

す
る
で
も
な
く
。

　

春
に
話
を
し
た
時
、「
役
に
立
つ
人
に

な
り
た
い
。」
と
き
っ
ぱ
り
と
言
っ
た
彼
。

自
ら
の
言
葉
に
嘘
も
無
く
、
気
負
い
も

な
い
、
ち
ょ
っ
と
男
ら
し
さ
を
感
じ
て

し
ま
う
。
察
す
る
に
、
日
頃
か
ら
親
御

さ
ん
の
願
い
が
伝
え
続
け
ら
れ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
。　

「
も
う
し
ま
せ
ん
。」「
今

度
か
ら
○
○
し
ま
す
。」

の
言
質
を
取
る
に
は
難
く

は
な
い
が
、
愛
お
し
み
案

ず
る
人
の
願
い
と
、
願
わ

れ
る
側
の
「
あ
の
人
を
悲

し
ま
せ
な
い
た
め
に
、
あ

の
人
を
喜
ば
せ
る
た
め

に
」
の
思
い
が
、
時
間
を

か
け
て
緩
（
ゆ
る
）
や
か

に
重
な
り
合
っ
て
い
く
と

き
、
真
（
ま
こ
と
）
の
言

葉
に
な
っ
て
い
く
。さ
て
、

私
は
誰
か
に
と
っ
て
の

「
あ
の
人
」
に
な
れ
る
だ

ろ
う
か
。

高
橋　

順
子

地
域
ト
ピ
ッ
ク
ス

今
あ
る
地
域
の
力
を

　

西
和
賀
町
は
岩
手
県
内
で
も
有
数
の

豪
雪
地
帯
で
す
。
高
齢
化
に
伴
い
、
除

雪
が
難
し
い
世
帯
が
増
え
て
お
り
、
冬

期
間
の
大
き
な
課
題
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。

　

除
雪
が
困
難
な
高
齢
者
世
帯
を
対
象

に
活
動
し
て
い
る
ス
ノ
ー
バ
ス
タ
ー
ズ

は
、
こ
う
い
っ
た
課
題
を
少
し
で
も
解

決
す
べ
く
、
全
町
あ
げ
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
組
織
と
な
っ
て
い
ま
す
。
地
区
ご
と

に
編
制
さ
れ
て
お
り
、
毎
月
第
２
日
曜

日
を
統
一
活
動
日
と
し
て
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
人
手
不
足
に
よ
り
活
動
の

難
し
い
地
域
も
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
積
極
的
に
活
動
し
て
き
た
人
た
ち

の
高
齢
化
や
、
若
い
人
が
町
外
へ
移
住

す
る
な
ど
が
主
な
理
由
で
す
。
ま
た
、

地
域
に
よ
っ
て
は
、
活
動
し
た
い
高
校

生
ま
で
の
子
供
た
ち
が
い
る
の
に
も
関

わ
ら
ず
、
移
動
手
段
が
な
い
た
め
に
、

遠
い
世
帯
で
の
活
動
が
で
き
な
い
ケ
ー

ス
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
だ
け
で
は
限
界

が
あ
り
ま
す
が
、
人
口
減
、
高
齢
化
の

進
む
地
域
で
は
、
今
あ
る
地
域
力
を
残

す
仕
組
み
づ
く
り
は
必
要
不
可
欠
で
す
。

ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
湯
田
・
沢
内
も

そ
の
一
助
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

高
橋　

和
也

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
便
り

時
間
を
か
け
て
真
の
言
葉
に

楽しいことも悲しいことも皆で分かち合う


